
′
担
）
と
Ｇ
望
照
謡
Ｇ
回
ぐ

′終
る
樽

連
や
Ｇ
や
や
■

〉
Ｏ
Ｅ
や
壁
べ
剰
貯
押

終
熊

′
つ
０
年
寒

″
ｓ
報
）
ぺ
や

用
や

る
）
憔
望
察
控
拘
イ
■
冊
ぷ
望
雷
く
本

や
娯
羅
ポ
セ
悪
Ｒ
翠

′牛
台
や
く
Ｇ
ポ

Ｒ
調
用
組
瑠
賦
ぶ
鮮
Щ
回

″
や
神
珊

。
や
る
）
Ｇ
樽
剰
暮
キ
ニ
樽
黒

糸
０
峰
料
終
饗
よ
よ
瑠
望
煮
は
ぐ
０
わ

′知
樽
や
ミ
約
に
続
熙
謡
叫
Щ
臨
く
回
煮

る
も
Ｇ
即
歴

′
▼
る
報
望
維
飾
判
翠
対

部
製
よ
よ
製
Ｇ
■
維
榊
や
対
ぷ
冬
―
蝉

問

″担
望
Ｇ
卜
吹
吟
Ｇ
〓
鮒
係
申
揮
く

。
や
と
Ｖ
Ｇ
樽
〉
０
理
便ヽ
押
終
和
峰
郎

′
）
拘
望
り
日

′糸
Ｇ
や
小
ぷ
球
望
珊

く
続
冊
ぷ
Ｇ
ポ
セ
窓
Ｒ
習
字
継
総
恨
謂

Ｇ
ポ
回

′ぐ
０
連
申

（寸
理
）
餐
轟
Ｇ
選

黙
Ｅ
環
慈
Ｇ
組
剰
巡
ぶ
鮮
Щ
田

′程
０

翌
ぐ
）
ｏ
Ｓ
尺
く
報
報
終
螢
ぷ

′
つ
）

と
い
望
対
ぷ
終
―
退
問
せ
る
Ｖ
ミ
ｄ
Ｏ

判
終
紹
窯
栄
貯
昔

。
や
る
）
付
相
料
望

「
対
ぷ
理
念
Ｇ
ば
ｋ
」
望
役
相
と

′
つ

村
ぷ
翠
怠
よ
翌
楔
ミ
牟
畳
却

「冊
ぷ
Ｇ

ｍ
悪
」
し
ヽ
逆
冊
ぷ
巡
鮮

″様
翠
規
ぷ

。
含
規
）
や
べ
や
Ｇ
や
二
Ｖ
ヨ
望
皿
耶

維
寒
翌
Ｇ
＜
く
回
樽
昨
神
Ｇ
剰
日
〉
二
Ｖ

Ｏ
ぷ
態
や
酎
緯
楔
０
円
く
や
拘
申
甑
く
Ｇ

興
延
）
０
瑠
や
緯
統
楔
Ｄ
日
遵

′０
樽
剰

「
Ｄ
弧
Ｖ
ｏ
本
や
雫
」
栄
本
市
ｋ
連
剛

。
や
ミ
望

憲
悪
Ｇ
ト

ト
ハ
ー
億
１
３
畳
規
ぷ

〉
と

）
０
峰
球

′
０
ぷ
謡

〉
■
学

ｓ
糸
ミ
望

ば
回
や
ミ
日

′
０
投
基
や
照
基
慰

″ぺ

さ
対
や
酎
緯
楔
０
対
く
や
和
伸
甑
く
Ｇ

｛ａ
）

即
題

″
）
尺
長

″キ
ぷ
Ｇ
規
ぷ
想
ぷ
楔

０
刊
日
と
樽
約
や
後
緯
維
楔
Ｇ
Ｏ
く
糸

′
剰
恒
翌
Ｇ
暮
―
＜
く

回
と
樽
憑
終
収

士
Ｇ
や
球
田

′
公
製
や
＄
緯
や

「
ミ
樽

飛
や

′鳴
相
碍
相
」
荒
↓図
Ｋ
Ｇ

金
相
仲

拘
二
樽

↑
ヽ
Ｇ
日

′空
く

ヽ
望
眠
終

。と
樽
と
）
ぺ
ば
さ
■
０
ま
Ｇ

基
壁
楔
０
円
金
約
Ｇ
趣

″報
樽
）
Ｇ
団
Ｇ

博
ぶ

′
さ
終
樽
ミ
ミ
と
円
知
樽

「貯
十
楔

ミ
牟
ば
」
′
つ
糸
０

。
や
る
）
ミ
約
揺
翠

終

金
ヽ
神

約
と

′押
ば

′堆
せ
や
鯨
念
樽

ャ
増

′巡
郎
張
ミ
い
く

″望
控

′０
日
瑠

約
志
や

「ぷ
奏
鰹
羅
」
）
翌
や
貯
Ｒ
巡
郊

′起
柿
煙
贈

″ぷ
峰

′規
ぷ
Ｇ
□
終
傘

＝
語
蝉
念
代
翌
Ｇ
終
回
〉
蝶
Ｇ
殺
喋
．ミ

。″代
↑

ぐ
鳴
や
Ｇ
つ
樽
維
糸
畳

″
起
感
ぷ
Ｇ
小

や
生
回
Ｇ
翠
州
よ
翠

。
ミ

↑
ぐ
代
や

↑

）

か
ヤ
生
・回
Ｇ
翠
村
よ
翠
対
終
配
Ｇ
冊
ぷ
連
―
週
間

寸
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約
担
尽
楽
Ｇ
卜

～～
―
ン
ペ
体
Ｇ
博
ぷ

。
や
や
や

Ｇ
や
ミ

約
対
や
代
望
Ｉ
楔
０
望

金
遼

拘

雄
や
Ｉ
興
題
樽
雷
押
控

や
尺
翠
Ｇ
飾
辞

Ｇ
や

剰
回
惟
レ
ー
ロ

″
）
ｏ
ヽ
望
剰
日

〉
増
や
鎖
球
Ｇ
巡
縮
緯
ト

ー～
―
ン
ミ
体

′担
望
雲
Ｇ
ヽ
小
た
十
ふ

″
や
や
樽
■

。
余
規
）
や
る

）
ミ
約
円
や
飛
望
好
、楔
Ｏ
ｍ
い
や
対
日
や

代
や
ト
ーー
ー
レ
ミ
体
担
拘
て
や
熊

つ
却
Ｇ

つ

′）
Ｇ
剰
望
栄
柴
Ｇ
回
椎
Ｇ
目
は
味
判

″
さ
終
樽
Ｄ
ギ
技
申
巡
ビ
寒
皿
樽
選
置
と

撫

′楔
Ｇ
飛
Ｇ
Ｇ
金
駄
望
≦
竿

′
対
ミ
日

″尺
隠
や
キ
ぷ
Ｇ
レ
ー
ロ
楔
Ｑ
代
Ｇ
い
０

日
製
和
志
申
眠
豊
郎
皿

′０
選
］

″０
熊

蟹

′控
珊

。二
樽
連
や
Ｇ
や
や
ヽ
望
士
役

対
日
↑
と
対
楔
０
耐
望
球
景
望
↑
ヽ
Ｇ
日

申
横
対
Ｇ
巡
縮
緯
ト
レ
ミ
冬

′担
Ｇ
や
ミ

約
剰
役
恭
駅
幽
樽
ネ
避
後
ヽ
心
一
十
ふ

。
や
べ
や
ど
牟
楔
曇
）
ミ
約
糸
瑠
眠

金
ミ
Ｇ
■
望
ヽ
小
一
十
ふ

′
望
涯
つ
〉

用
貯
８
ｏ
ぃぶ
望
や
■

′連
僕
翌
Ｇ
拘
監
ミ

ー
御
Ｇ
や

′粂
畳
樽
食
車
起
対
き
は
■

ミ
ト
勺
題
点
や
後
＜
卜
や
生
Ｇ
ゼ
ぷ

。
Ｗ
飛
対

（【規
）
「
冷
ぐ
増
や
や
ミ

約
芸
博
▼
Ｇ
ヽ
望
機
陣
Ｇ
や

′望
べ
ぐ

望
糸
や
ど

′
金
ヽ
や
ヽ
望
韓
橘
連
憑
さ

′
憑
樽
や
ぐ
０
ヤ
叫
↓卿

柄
榔
と
０
高
轟

僕
製
Ｇ
や

′）
Ｇ
ヽ
逆
対
日
や
■
翌
申

士
役
や
■
棒
Ｇ
な
さ

′ミ
や
０
つ

。
と

や
粂
羅
通
Ｇ
日
）
０
者
望

（製
ぷ
）
拘

煙
趣
想
さ
―
―

。
や
代
後
革
や
後
卜
Ｇ

蝉
唯
）
さ
望
製
観
緑
余
台
〉
と

′ミ
ぶ

岬
哨

ｓ
、
憾
く
ど
楔
摘
憾
ネ

′連
望
業

ぷ
」
ゲ
代
控
珊

有
↓ミ
ヽ
望

「
卜
‐～
―

レ
ミ
体
」
Ｇ
Ｋ
心
と
十
へ

′終
時
代
や

岬
や
後
卜
や
生
　
′空
ぺ
と
対
ミ
ー
御

。楔
拘
）
Ｇ
笠
ぐ
ケミ
撮

鮮
二
柄
↑
Ｇ
ミ
ー
御
楔
ぺ
ぐ

′楔
柄

「
ト
ーー
ー
ト
ミ
体
」
Ｇ
ヽ
い
二
十
ふ
．Ｆ

堅
器
鷲
窓
ほ
加
理
求
憩

・
選
朴
Ｋ
朴
Ｋ
田
躍
叶

肌
　
終
ｋ

く
ｏ
Ｏ
　
　
加

楔

冬



。
時
代
や
Ｇ
と
樽
）
Ｄ
基

′延
や

剰
日
笠
剰

や
終
択
報
Ｇ
や

′
ぺ
や

や
士

役
般
性
ぷ
最
Ｇ
控
ぷ
駅
〓

′
趣
終
蝉
楔

ミ

想
尺
や
望
維
飾
製
翠
対
ぷ

。
畳
樽
さ

苺
笹
ミ
ど
樽
や
く
轍

′終

剰
日
冷
畳
『

〉
と
）
０
コ
や
緯
捜
）
と
Ｇ
望
軽
駆
Ｇ

Ｒ
瑠

対
回
望
畳
せ
細

想
ミ
ぶ
料
と
柾

ｓ

ヽ

″
や
■
矩
い
や
Ｒ
棋
Ｇ
控
ぷ
よ
翌

用

壊
ぷ
駅
母

′
連
Ｖ
Ｇ
楔
ミ
望

〉
と
）
ぐ

判
抱
緯
怒
）
と
い
望
お
ミ

日

″
）
Ｇ
終

楔
Ｄ

。
や
と
Ｖ
ミ
容
Ｏ
投
終
恩
羅
ポ
セ

黙
よ
瑠

″
金
代
維
国
績
ぷ
最
よ
翌

′
担

Ｖ
二
報
望
蝉
ぷ

′
）
０
対
ヽ
卜
ヽ
か
Ｇ

怠
配
墨
最
Ｇ
よ
辞

却
回
神

冷
ヽ
Ｇ
や

。
や
飛
や
Ｇ
樽
ぐ
終
Ｇ
維
鮒

判
翠
村
ぷ
Ｇ
回
ぐ
維
Ｇ
や
ホ
ーーーー回
ぶ
望
悠

ぷ
Ｇ
や

′
金
飛
や
控
ぷ
維
Ｇ
や
■
磐
紺

抱
柿
熙
避
母
Ｇ
ぐ
報
Ｇ
や

′
）
０
や

。
や
る
）
ミ
ぶ
黒
臨
望
ぐ
回

′や
電
国

輯
Ｇ

「
ｍ
く
Ｇ
規
皿
代
頭
」

や
ぐ
投
望

苺
胆

′
ど
墓
理

や
■
恨
基

や
さ
ミ

日

。
や
合
基

抱
ミ

や
■
配
怠
望

↑
ヽ
Ｇ
知

や
墨
技
Ｇ

ぐ
楔
Ｇ
や

″余

や
■
興
怠

↑
勺
や
Ｒ
留

対

（控
ぷ
駅
〓
）
回
や

「終
齢
Ｇ
ネ
ぐ
」

Ｇ
や

″
）
０
や

。
や
■
投
基
中
節
念
Ｇ

「
煙
蝉
ま
ぐ
」
ヽ
終
師
Ｇ
ネ
ぐ
」

約
イ

や
ミ
傘
壊
）
い
ヽ
望
ぐ
翠
Ｇ
ば
想

′ビ

回

″
）
と
報
望
寒
細
回
く
回

″牛
相

。と
樽
台
樽
笹
ミ
ど
や
０
緯

さ
余
よ

金
鳴
樽
畳
く
轍
Ｇ
や

′担
）
と

い
望
ぷ
技
Ｇ
Ｒ
瑠
対
回

″
つ
や
つ
や

。と
樽
憶
耐
連
や
拘
“

や
ぺ
や
望
冷
ヽ
Ｇ
余
や
代
や
鮒
ぶ
鮮
樽

還
授
喪
や
■
煮
望
よ
製
Ｇ
回
つ
余
楔
飛

′Ｇ
玉
担
対
ミ
日

′起
一
「怠
無
煮
最
留
」

′
０
海
孟
却
時
代
や

「
墨
最
終
回
Ｇ
よ

翠
」
Ｊ
↓
↑
ヽ
Ｇ
怖
＜
翌
用

「や
Ｇ
時
代

つ
揺
翠
」
冬
Ｇ

「よ
楔
苺
」
Ｊ
↓
冷
ヽ
Ｇ

照
枢

。
や
代
や
Ｇ
つ
拘
イ
■
緯
維
望
憲

賦
や
日
Ｉ
Ｇ
や

′
）
０
対
収
緯
樽
憲
く

轍
Ｇ
基
区
ぷ
韻
Ｇ
よ
瑠
対
回

′
ぐ
０
わ

″）
０
や

。
や
代
維
ば
叔
Ｇ
対

「
や
飛
や

約
て

冷
峰
抱
告
料
志
Ｇ
冊
翠
セ
窓
望
破

叶

″
ｓ
鳴
や
理
や硬
Ｇ
回

′や
日
対
日
楔

拘
）
０
穐
相
句
や
照
謎
緩
樽
↑
ヽ
Ｇ
日

″牛
牟
峰
申
告
引
志
Ｇ
冬

皿
雛
博
セ
黙

貯
黙
日
日
」
荒
↓）
と
い
望
凹
控
Ｇ
日

。
時
代
や
Ｇ
つ
や
畳
）

ミ
約
螺
球
望
還
投
蜘
）
Ｄ
剰
ぶ
榔
空
余

と

″
さ
余
埋
齢
ぷ
ま
る
０
基
Ｇ
瑠
よ
よ

∪
瑠

・
回

″
ぐ
日
対
や
代
や
約
イ

冷
峰
伸

柿
告
料
拘
志
Ｇ
冊
ポ
セ
怒
担
栄
く

″
拘

仲
轍
望
投
黙
Ｇ
四
ヽ
悪
い
Ｇ
憩
ゆ
無
母
ポ

や
窓
よ
翠

′
想
糸
対
日
や
畳
）
と
軽
料

本
貯
ｍ終
哄
く
柴
韻
Ｇ
Ｒ
翌

″ど

「よ
無

貿
最
頭
」

↑
畳
Ｇ
熙
枢
匝

′
つ
や
つ
や

′０
余
Ｄ

。
時
代
や
Ｇ
つ
↑
と
対
↑
ヽ
お

望
墨
韻
や
年
セ
窓
望
還
照
さ
続
回

′
担

念
Ｇ
ｓ
想

″０
対

「ポ
匝
よ
よ
習
」
申

く
Ｇ
怠
冊
投
苺
や
ｅ
余
と
や
冷
Ｇ
ポ
セ

恵
よ
瑠
峰
ぷ

″
担
熙
村
ぷ
Ｇ
熙
枢
匝

。
や
増
や
Ｇ
と
樽
ぺ

車
糸
０
対
や
二
）
栄
憑
へ
斌
皿
専

′態

副
撃

′憲
専
樽
ｇ
く
要
や
■
煮
逆
Ｇ
つ

↑
二
剰

「ぷ
最
ネ
ぐ
」
″
つ
↑
知

′増
Ｅ

対
照
蝶
Ｇ
Ｏ
樽
笹
Ｇ
ｓ
霊
Ｇ
＄
瑠
賦
ぶ

鮮
阻
回
Ｇ
瑠
料

′担
照
枢
Ｅ

′硬
翌

ズ
終

↑
車
却
役
箱
■
ｓ
低
余
畳
Щ
）
や

鳴
つ
謡

冷
と
対
穐
る
樽
起
や
舗
せ
蕊
ぶ

Ｇ
娯
柾
Ｇ
『
↑
報
相
０
▼
Ｄ
望
倖
わ
け

冷
や
維
緯
継
総
Ｇ
て
よ
習
Ｇ
ポ
ロ
や
飛

や
べ
く

″士
セ
拘
志
望
ミ
日
や
授
樹
Ｇ

喜
よ
翌
）
ｏ
ヽ
望
ミ
や

′担
Ｇ
楔
約
）

０
コ
）
ぺ
代
や
林
樽
響
単
山
択
樽
↑
ヽ

Ｇ
日

″空
ミ
ヽ
望
よ
ば
楔
０
維

↑

。
や

代
や
対
日
や
と
）
０
や
株
蝶
Ｇ
ぺ
雑
対

′
二
樽
想
卿
Ｇ
懇

′
樽

↑
ヽ
と
樽
尺
車

糸
Ｄ
円
る
樽
と
Ｗ
Ｇ
糸
余

〉
加
ツ
ミ
Ｇ
つ

冷
と
対

「よ
憩
」
″眠
鯉

′
）
０
駆
望
対

ぷ
Ｇ
ポ
セ
恵
終
熙
枢
Ｅ

′
起
妊
熙
延
樽

約
よ
望
ぶ
約

″
つ
余
０

′
Ｇ
皿
Ｇ
ＩＩ

。
や
代
や

拘
イ
■
ぷ
謡

″
０
に
望
還
冬
駅
や
ミ
や

′
ド
樽
冷
と
対

「
役
牛
起
や
代
望
喜
よ

翌

″起
墨
技
Ｇ
と
で
〉
Ｇ
や
」
百
↓料

。
↑
ぐ
鳴
や
Ｇ
つ

↑
る
却
壇
女
や
代
蝉
肛
終
Ｇ
や
■
―――ＩＥ
蝶

や
引
選
Ｇ
柿
避
壇
や
る
）
０
け
ど
セ
終

婦
中
還
球
Ｇ
終
怖
望
よ
翠

″禅
ぷ

′
さ

樽
Ｇ
二
樽
楔
料
終
約
ぐ
Ｇ
墨
最

。
↑
組
）

余

↑
ぐ
ミ
や
Ｇ
↑
と
剰

「
ぐ
０
連
帥
導

や
０
樽
墨
最
」
。
や
代
や
対
日
や
る
）
０

望
金
湘
求
や
相
世
ポ
型
Ｇ
栄
柴
連
絡
総

墨
博
Ｇ
て
よ
留
さ
へ
回

′や
０
樽
担
Ｇ

Ｏ
た
か
長
抱
組
剰
賦
ぶ
緯
四
□

′連
Ｇ

剰
も

。
〉
報
）
０
揺
翠
申
Ｉ
限
歴
Ｇ
熙

経
Ｇ
日

′
）
Ｇ
些
０
望
Ｇ
ＩＩ
）
ぺ
代

ガ
か
樽
ぺ
伸
や
竹
御
蟹
円
ぐ
電
や
ｋ

票
報
や
望
ｓ
相
ミ

″
望
ｇ
冬
組

″約
樽

Ｇ
鯉
）
剰
日
や
代
後
四
終
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Ｇ
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＜
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＜
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Ｑ
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回
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０
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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０
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Ｇ
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Ｇ
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Ｇ
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憑
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Ｇ
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Ｒ
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Ｘ
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０
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＄
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Ｇ
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Ｇ
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蜘
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翌
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憑
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憑
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